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　科
学
博
物
館
の
学
芸
員
が
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
け
ど
、
実
は

「
ス
ゴ
い
！
」「
面
白
い
！
」
長
岡
の
奥
深
き
世
界
を
紹
介
し
ま
す
。
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■人口と世帯（７月１日現在）　 ※（　）内は前月比
　人口/269,706人（−161）　世帯数/108,089世帯（−1）
　男/131,878人(−70)　　 女/137,828人(−91)

植物油インキを使用していますhttp://www.city.nagaoka.niigata.jp

　

カ
ラ
ス
と
い
え
ば
全
身
黒
色

の
鳥
。
で
も
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
。

あ
な
た
の
近
く
に
い
る
カ
ラ
ス
、

本
当
に
黒
色
で
す
か
―
―

　

写
真
の
カ
ラ
ス
は
、
市
街
地

な
ど
で
ご
く
普
通
に
見
ら
れ
る

ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
。
と
こ
ろ
が

同
じ
種
類
で
も
左
の
カ
ラ
ス
は
、

頭
や
胸
が
茶
色
っ
ぽ
く
、
翼
な

ど
は
白
色
を
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
黒
く
な
い
カ
ラ
ス
が
、

長
岡
で
は
時
折
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。

　

な
ぜ
黒
く
な
い
か
と
い
う
と
、

生
ま
れ
つ
き
体
の
色
素
が
極
端

に
少
な
い
か
ら
。
色
素
が
減
少

す
る
と
脊せ

き
つ
い椎
動
物
の
体
は
白
っ

ぽ
く
な
り
ま
す
。
現
在
で
は
こ

の
よ
う
な
体
が
役
立
つ
機
会
は

ま
れ
で
す
が
、
地
球
が
雪
や
氷

で
覆
わ
れ
て
い
た
氷
河
期
に
は
、

白
い
体
は
周
囲
に
溶
け
込
む
保

護
色
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
遠

い
昔
、
祖
先
が
生
き
抜
く
た
め

に
獲
得
し
た
体
を
白
く
す
る
遺

伝
子
を
、
今
な
お
受
け
継
い
で

い
る
の
で
す
。
通
常
は
眠
っ
て

い
る
こ
の
遺
伝
子
が
偶
然
目
覚

め
る
と
、
こ
の
よ
う
な
茶
色
い

カ
ラ
ス
が
誕
生
し
ま
す
。

　

実
は
長
岡
で
は
今
年
も
翼
の

一
部
が
白
い
カ
ラ
ス
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
―
― 

あ
な
た
の

隣
に
も
氷
河
期
の
記
憶
が
覚
醒

し
た
〝
茶
色
い
〟
カ
ラ
ス
が
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

〝
茶
色
い
〟
カ
ラ
ス
の
ミ
ス
テ
リ
ー

～
体
内
に
眠
る
氷
河
期
の
記
憶
～

▲乙吉町に出現した茶色いカラス
（左）と通常の体色のカラスの標本。
科学博物館で展示しています

日時

会場

８/16㈮～18㈰ 午前10時～午後４時
アオーレ長岡

　全国・世界各国を代表する大学
やものづくり企業などが、自分で
考えて動く「自律移動型ロボッ
ト」の技術を競う大会「ロボカッ
プジャパンオープン」を長岡で開
催します。
　前回（岐阜県）は６万人が来場。
世界の最新技術を間近で見られる
チャンスです。

家族で楽しもう！
 小学生ロボコン体験（16・17日）
 ロボカップジュニア

　 エキシビジョン
 地元企業紹介ブース
 長岡グルメコーナー

長岡が誇る技術・
製品の展示やも
のづくりの体験・
実演などを行い
ます。

世界を変える、世界の最先端ロボの
戦いを見逃すな!!

子
ど
も
た
ち
に「
長
岡
の
チ
ー
ム
は

強
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う 

が
ん
ば
り
ま
す
！

▲サッカー競技に出場する長岡
高専ロボティクス部OBのチー
ム。長岡からは他に、長岡技大
と市内企業の合同２チームがレ
スキュー競技に出場します

レスキュー

＠ホームサッカー

2050年までに、人
間のワールドカッ
プ優勝チームに勝て
る能力を競う！

家庭での日常生活で
役立つ能力を競う！

災害現場を想定して被
災者を発見・救助する
能力を競う！

競技種目

問工業振興課Ｔ39・2222


